
四
一

『
大
東
世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

〔
凡
例
〕

一
、  

本
稿
は
、
服
部
南
郭
﹃
大
東
世
語
﹄﹁
尤
悔
﹂
篇
の
本
文
と
原
注
に
関
す
る

注
釈
で
あ
る
。

一
、  

注
釈
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
二
〇
一
七
年
度
科
目
﹁
国
文

学
演
習
﹂（
堀　

誠
担
当
）
の
受
講
生
（
樋
口
敦
士
・
永
瀬
恵
子
・
高
橋
憲

子
・
馮
超
鴻
・
折
原
佑
実
）
が
講
読
担
当
話
の
発
表
資
料
に
基
づ
い
て
原
稿

化
し
た
。

一
、  

底
本
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
﹃
大
東
世
語
﹄（
寛
延
三
年
︿
一
七
五
〇
﹀

刊
）
に
依
り
、
ま
た
典
拠
に
関
し
て
は
同
館
蔵
本
﹃
大
東
世
語
考
﹄（
方
寸

菴
漆
鍋
稿
、
寛
延
四
年
︿
一
七
五
一
﹀
序
）
を
参
考
に
し
た
。

一
、  ﹁
尤
悔
﹂
篇
の
都
合
五
話
を
、︹
尤
悔
１
︺
の
よ
う
に
順
次
表
記
し
た
。

一
、  

注
釈
は
本
文
の
︹
書
き
下
し
文
︺・︹
訳
文
︺、
原
注
の
︹
書
き
下
し
文
︺・︹
訳

文
︺、
及
び
︹
語
釈
︺、︹
典
拠
︺
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

一
、  ︹
書
き
下
し
文
︺
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
訓
点
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
宜
こ

れ
を
改
め
た
。

〔
尤
悔
１
〕

內
典
藥
紀
國
守
①
。
上
二
東
宮
藥
一
。
豫
啓
曰
。
必
至
二
瞑
眩
一
而
後
已
。
東
宮
服

後
。
果
大
苦
悶
。
諸
官
疑
二
於
危
急
一
。
拘
二
國
守
於
詔
獄
一
。
命
抽
レ
刄
待
レ
之
。

若
有
二
不
諱
一
。
速
斫
二
國
守
一
。
既
而
東
宮
病
已
。
國
守
出
レ
獄
。
乃
慚
悔
曰
。

以
二
我
生
命
一
。
係
二
君
上
疾
一
無
レ
益
。
遂
誡
二
子
孫
一
。
永
停
レ
學
レ
醫
。

〔
書
き
下
し
文
〕

內
典
藥
紀
國
守
、
東
宮
に
藥
を
上
た
て
ま
つる
。
豫
あ
ら
か
じめ
啓
し
て
曰
く
、﹁
必
ず
瞑め
い
げ
ん眩
に
至
り

て
而
し
て
後
に
已い

え
ん
﹂
と
。
東
宮　

服
後
、
果
し
て
大
い
に
苦
悶
す
。
諸
官　

危
急
か
と
疑
ふ
。
國
守
を
詔
獄
に
拘
じ
、
命
じ
て
刄
を
抽ぬ

き
て
之
を
待
た
し
め
、

早
稲
田
大
学　

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院　

学
術
研
究
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
六
十
六
号　

四
一
―
四
八
頁
、
二
〇
一
八
年
三
月

『
大
東
世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿

堀
　
　
　
誠



四
二

『
大
東
世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

﹁
若
し
不ふ

き諱
有
ら
ば
、
速
や
か
に
國
守
を
斫き

れ
﹂
と
。
既
に
し
て
東
宮
の
病
已
ゆ
。

國
守　

獄
よ
り
出
で
て
、
乃
ち
慚
悔
し
て
曰
く
、﹁
我
が
生
命
を
以
て
、
君
上
の

疾
に
係
す
る
も
益
無
し
﹂
と
。
遂
に
子
孫
に
誡
め
て
、
永
く
醫
を
學
ぶ
こ
と
を
停や

め
し
む
。

〔
訳
文
〕

内
典
薬
の
紀
国
守
は
東
宮
に
薬
を
献
上
し
た
。
事
前
に
﹁
必
ず
瞑
眩
の
症
状
の
後

で
快
癒
し
ま
す
﹂
と
申
し
上
げ
た
。
東
宮
は
服
薬
後
に
果
た
し
て
大
い
に
悶
え
苦

し
ん
だ
。
諸
官
は
緊
急
事
態
か
と
疑
い
、
国
守
を
獄
に
繋
い
だ
。
刃
を
抜
い
て
待

機
さ
せ
、﹁
も
し
東
宮
が
亡
く
な
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
速
や
か
に

国
守
を
斬
れ
﹂
と
命
じ
た
。
や
が
て
東
宮
の
病
気
は
平
癒
し
た
。
国
守
は
獄
舎
か

ら
解
き
放
た
れ
る
と
、﹁
自
分
の
命
を
か
け
て
主
上
の
病
気
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、

何
の
益
す
る
所
も
な
か
っ
た
﹂
と
慚
愧
し
て
後
悔
し
た
。
か
く
し
て
子
孫
に
訓
戒

し
て
永
遠
に
医
術
を
学
ぶ
こ
と
を
や
め
さ
せ
た
。

〔
原
注
〕

①
常
陸
介
眞
人
子
。
發
昭
祖
父
也
。
侍
醫
內
藥
正
。

︹
書
き
下
し
文
︺

①
常
陸
介
眞
人
の
子
に
し
て
、
發
昭
の
祖
父
な
り
。
侍
醫
內
藥
正
な
り
。

︹
訳
文
︺

①
常
陸
介
真
人
の
子
で
、
発
昭
の
祖
父
で
あ
る
。
侍
医
内
薬
正
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

內
典
藥　

中
務
省
に
属
し
、
皇
室
の
診
療
や
薬
の
処
方
を
す
る
役
所
。

紀
國
守　

生
没
年
不
詳
。
平
安
前
期
の
貴
族
・
医
師
。
紀
真
人
の
子
。
侍
医
、
内

典
正
、
典
薬
頭
を
歴
任
し
た
。

常
陸
介
眞
人　

紀
真
人
。
七
四
七
～
八
〇
五
。
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期
の
貴
族
。

紀
広
名
の
子
。
征
討
副
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
蝦
夷
追
討
に
当
た
っ
た
。
従
四

位
下
・
常
陸
守
に
叙
せ
ら
れ
た
。

發
昭 

紀
長
谷
雄
。
八
四
五
～
九
一
二
。
平
安
前
期
の
貴
族
・
学
者
。
紀
貞
範
の

子
。
文
章
博
士
や
大
学
頭
な
ど
を
歴
任
し
、
菅
原
道
真
の
知
遇
を
得
た
。

﹁
発
昭
﹂
は
長
谷
雄
の
唐
名
。

東
宮 

皇
太
子
。
こ
こ
で
は
貞
明
親
王
（
後
の
陽
成
天
皇
）
か
。

瞑
眩 

目
が
く
ら
む
こ
と
。
薬
の
き
つ
い
こ
と
。﹃
書
経
﹄
説
命
上
に
あ
る
。﹃
孟

子
﹄
滕
文
公
章
上
に
は
﹁
若
藥
弗
瞑
眩
、
厥
疾
弗
瘳
（
若
し
藥
瞑
眩
せ
ず

ん
ば
、
厥そ

の
疾
ひ
瘳い

え
ず
）﹂
と
あ
る
。

已 

癒
え
る
。

不
諱 

死
ぬ
こ
と
。
死
は
忌
み
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
。

詔
獄 

天
子
の
詔
を
奉
じ
て
行
う
特
別
の
裁
判
。
ま
た
は
裁
判
所
。

〔
典
拠
〕

﹃
古
事
談
﹄
巻
第
六
―
六
十
一
話
。

 （
樋
口　

敦
士
）

〔
尤
悔
２
〕

醍
醐
僧
正
。
謂
二
源
黃
門
顯
基
一
曰
。
相
傳
琵
琶
有
二
三
曲
一
①
。
一
生
未
レ
聞
。

老
僧
齒
衰
。
命
在
二
旦
夕
一
。
願
爲
レ
我
一
彈
。
乃
將
三
持
以
之
二
泉
路
一
矣
。
黃
門



四
三

『
大
東
世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

謂
其
人
高
年
。
亦
世
所
レ
尊
。
乃
不
レ
得
レ
辭
。
以
レ
次
遍
彈
。
僧
正
劵
焉
屢
欠
。

將
レ
終
乃
曰
。
每
レ
聞
下
華
園
瞽
僧
來
稱
二
極
樂
雨
滴
聲
一
者
上
。
甚
令
三
人
起
二
敬

仰
之
念
一
。
不
レ
知
君
秘
曲
中
。
所
レ
未
レ
傳
邪
。
黃
門
悵
然
。
悔
二
其
苦
彈
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

醍
醐
僧
正
、
源
黃
門
顯
基
に
謂
ひ
て
曰
く
、﹁
相
傳
ふ
琵
琶
に
三
曲
有
り
と
。
一

生
未
だ
聞
か
ず
。
老
僧
齒よ

は

ひ
衰
へ
、
命　

旦
夕
に
在
り
。
願
は
く
は
我
が
爲
に
一

た
び
彈
ぜ
ん
こ
と
を
。
乃
ち
將
に
持
し
て
以
て
泉
路
に
之
か
ん
と
す
﹂
と
。
黃
門

謂
へ
ら
く
、
其
の
人　

高
年
に
し
て
、
亦
た
世
の
尊
ぶ
所
な
り
。
乃
ち
辭
す
る
こ

と
を
得
ず
と
。
次
を
以
て
遍
く
彈
ず
。
僧
正
劵
焉
し
て
屢し

ば

し
ば
欠あ
く
びし
、
將
に
終
ら

ん
と
す
る
と
き
乃
ち
曰
く
、﹁
華
園
の
瞽
僧
の
來
た
り
て
極
樂
の
雨
滴
の
聲
と
稱

す
る
者
を
聞
く
每
に
、
甚
だ
人
を
し
て
敬
仰
の
念
を
起
こ
さ
し
む
。
知
ら
ず
君
が

秘
曲
の
中
、
未
だ
傳
は
ら
ざ
る
所
か
﹂
と
。
黃
門
悵
然
と
し
て
其
の
苦
彈
を
悔
ゆ
。

〔
訳
文
〕

醍
醐
僧
正
は
、
中
納
言
の
源
顕
基
に
﹁
相
伝
の
琵
琶
の
秘
曲
に
三
曲
有
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
生
涯
こ
れ
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
老
僧
は
年
寿
も

衰
え
、
寿
命
は
朝
夕
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
私
の
た
め
に
一
度
弾
い
て
く
れ

ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
冥
土
の
土
産
と
し
て
あ
の
道
へ
と
行
き
た
い
の
で
す
﹂
と

仰
っ
た
。
顕
基
が
思
う
に
、
僧
正
殿
は
ご
年
配
の
う
え
、
世
の
人
に
尊
ば
れ
て
い

る
か
ら
、
辞
退
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
。
順
番
に
あ
ま
さ
ず
弾
く
と
、
僧
正
は
飽

き
た
様
子
で
欠
伸
し
、
今
に
も
曲
が
終
わ
ろ
う
と
し
た
時
に
、﹁
花
園
の
盲
目
の

僧
が
や
っ
て
来
て
極
楽
の
雨
垂
れ
の
音
だ
と
称
賛
す
る
音
色
を
聴
く
た
び
に
、
ひ

ど
く
人
に
敬
仰
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
あ
な
た
が
演
奏
す
る
秘
曲
の
中

に
は
、
受
け
伝
え
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
﹂
と
仰
っ
た
。
顕
基
は

が
っ
か
り
し
て
渾
身
の
演
奏
を
悔
や
ん
だ
。

︹
原
注
︺

①  

上
玄
石
上
流
泉
。
白
子
楊
眞
操
。
啄
木
。
是
爲
二
胡
渭
州
三
曲
一
。
一
云
。

流
泉
。
啄
木
。
楊
眞
操
。
爲
二
三
曲
一
。
加
二
上
玄
石
水
一
爲
二
五
曲
一
。

︹
書
き
下
し
文
︺

①  

上
玄
石
上
流
泉
、
白
子
楊
眞
操
、
啄
木
、
是
れ
胡
渭
州
三
曲
と
爲
す
。
一
に

云
ふ
、﹁
流
泉
、
啄
木
、
楊
眞
操
。
三
曲
と
爲
し
、
上
玄
、
石
水
を
加
へ
て

五
曲
と
爲
す
﹂
と
。

︹
訳
文
︺

①  

上
玄
石
上
流
泉
、
白
子
楊
真
操
、
啄
木
を
、
胡
渭
州
三
曲
と
し
て
い
る
。
一

説
に
は
、﹁
流
泉
、
啄
木
、
楊
真
操
で
三
曲
と
な
し
、
上
玄
、
石
水
を
加
え

て
五
曲
と
す
る
﹂。

〔
語
釈
〕

醍
醐
僧
正　

不
詳
。
一
説
に
は
、
仁
海
僧
正
と
さ
れ
る
。
仁
海
僧
正
は
平
安
時
代

中
期
の
真
言
宗
の
僧
。
九
五
一
～
一
〇
四
六
。
別
名
は
千
心
、
通
称
は
小

野
僧
正
。
祈
雨
の
霊
験
で
知
ら
れ
た
た
め
、
雨
僧
正
と
も
称
さ
れ
た
。

源
黃
門
顯
基　

源
顕
基
。
一
〇
〇
〇
～
一
〇
四
七
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
。
源

俊
賢
の
長
男
。
藤
原
頼
通
の
猶
子
。
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）、
蔵
人
頭

左
中
将
か
ら
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
従
三
位
権
中
納
言
と
な
る
。
後

一
条
天
皇
に
厚
く
遇
さ
れ
、
天
皇
崩
御
後
は
﹁
忠
臣
二
君
に
仕
え
ず
﹂
と

し
て
横
川
楞
厳
院
に
登
り
出
家
し
た
。
法
名
は
円
照
。
大
原
に
住
ん
だ
が
、



四
四

『
大
東
世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

醍
醐
で
没
し
た
と
も
い
わ
れ
、﹁
醍
醐
の
中
納
言
﹂
と
称
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
黄
門
は
、
中
納
言
の
唐
名
。

上
玄
石
上
流
泉　

琵
琶
の
曲
名
。
上
原
石
上
流
泉
。
石
上
、
流
泉
と
も
い
う
。
自

然
の
事
象
を
模
し
た
と
さ
れ
る
。

白
子
楊
眞
操　

琵
琶
の
曲
名
。
大
常
博
士
楊
真
操
、
太
常
、
楊
真
操
と
も
い
う
。

一
説
で
は
、
楊
貴
妃
の
作
。

啄
木　

琵
琶
の
曲
名
。
啄
木
鳥
（
キ
ツ
ツ
キ
）
の
叩
く
音
を
真
似
た
と
い
わ
れ
る
。

胡
渭
州
三
曲　
﹃
十
訓
抄
﹄
第
十
―
七
十
話
に
は
、﹁
琵
琶
の
秘
曲
に
は
、
上
玄
石

上
流
泉
、
白
子
楊
真
操
、
啄
木
な
り
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
、
胡
渭
州
三
曲

と
は
い
ふ
な
り
﹂
と
の
記
述
が
あ
る
。
渭
州
は
、
現
在
の
甘
粛
省
隴
西
の

東
南
に
あ
る
地
名
。

泉
路 

冥
土
へ
行
く
道
。
黄
泉
、
黄
泉
路
。

高
年 

年
齢
の
高
い
こ
と
。
年
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。
老
年
。
高
齢
。

倦
焉 

飽
き
あ
き
し
て
い
る
様
子
。
嫌
気
が
さ
す
こ
と
。

欠 

欠
伸
を
す
る
こ
と
。
暇
を
持
て
余
す
さ
ま
。

華
園 

花
園
。
京
都
に
は
同
名
の
地
が
複
数
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
場
所
は
不
明
。

瞽
僧 

盲
目
の
僧
。
盲
僧
。

敬
仰 

敬
い
仰
ぐ
こ
と
。
謹
み
尊
ぶ
こ
と
。

不
知 

疑
問
を
表
す
表
現
。

悵
然 

悲
し
み
嘆
く
さ
ま
。
失
望
し
て
恨
め
し
が
る
さ
ま
。

〔
典
拠
〕

﹃
十
訓
抄
﹄ 

第
十
―
七
十
二
話
。

（
永
瀬　

恵
子
）

〔
尤
悔
３
〕

藤
知
房
①
作
レ
歌
。
藤
伊
家
②
賞
言
。
此
詠
可
レ
謂
レ
優
矣
。
知
房
不
レ
悅
。
退
言

吾
若
賦
レ
詩
。
固
不
レ
如
レ
許
。
唯
以
二
和
歌
。
不
一レ
愈
二
於
彼
一
乎
。
使
三
彼
倨
然

作
二
此
言
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

藤
知
房　

歌
を
作
る
。
藤
伊
家
賞
し
て
言
く
、﹁
此
の
詠　

優
と
謂
ふ
べ
し
﹂
と
。

知
房
悅
ば
ず
。
退
き
て
言
く
、﹁
吾
若
し
詩
を
賦
せ
ば
、
固
よ
り
許か

く

の
如
く
な
ら

ず
。
唯
だ
和
歌
は
彼
に
愈ま

さ

ら
ざ
る
を
以
て
か
、
彼
を
し
て
倨
然
と
し
て
此
の
言
を

作な

さ
し
む
﹂
と
。

〔
訳
文
〕

藤
原
知
房
が
和
歌
を
詠
む
と
、
藤
原
伊
家
が
そ
れ
を
褒
め
た
た
え
て
言
う
こ
と
に

は
、﹁
こ
の
歌
は
優
れ
た
作
と
言
え
ま
す
﹂
と
。
知
房
は
喜
ば
ず
、
退
出
し
て
言

う
こ
と
に
、﹁
私
が
漢
詩
を
作
れ
ば
、
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
た
だ
、
和
歌
は
彼
に
及
ば
な
い
ゆ
え
か
、
彼
に
不
遜
な
言
動
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
﹂
と
。

︹
原
注
︺

①
信
濃
守
賴
季
之
子
參
河
守
。

②
大
納
言
行
成
之
孫
。
皇
后
宮
大
夫
良
經
之
子
。
官
大
長
秋
。

︹
書
き
下
し
文
︺ 
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①
信
濃
守
賴
季
の
子
な
り
。
參
河
守
な
り
。

②
大
納
言
行
成
の
孫
な
り
。
皇
后
宮
大
夫
良
經
の
子
な
り
。
官　

大
長
秋
な
り
。

︹
訳
文
︺

①
信
濃
守
頼
季
の
子
で
あ
り
、
三
河
守
で
あ
る
。

②  

大
納
言
行
成
の
孫
で
あ
り
、
皇
后
宮
大
夫
良
経
の
子
で
あ
る
。
官
位
は
大
長

秋
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

藤
知
房　

藤
原
知
房
。
生
没
年
未
詳
。
藤
原
頼
季
の
男
。﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
玄
蕃

助
（
玄
蕃
寮
の
助
）
と
あ
る
の
で
従
六
位
上
相
当
で
あ
ろ
う
。

信
濃
守
賴
季　

藤
原
頼
季
。
生
没
年
未
詳
。
藤
原
章
経
の
男
。
式
・
筑
前
守
・
信

濃
守
。
従
五
位
下
。
兄
弟
に
章
実
・
仲
綱
・
章
季
・
僧
経
尊
・
章
禅
が
あ

り
、
子
に
知
房
が
あ
る
（﹃
尊
卑
分
脈
﹄）。

藤
伊
家　

藤
原
伊
家
。
一
〇
四
一
～
一
〇
八
四
。
藤
原
公
基
の
男
。
母
は
、
和
歌

六
人
党
の
一
人
、
摂
津
守
藤
原
範
永
の
女
。
正
五
位
下
。
蔵
人
、
民
部
大

輔
、
右
中
弁
。
右
中
弁
在
任
中
に
没
。
歌
合
せ
に
出
詠
し
、﹃
後
拾
遺
集
﹄

以
下
（﹃
金
葉
﹄﹃
詞
花
﹄﹃
千
載
﹄﹃
新
古
今
﹄）
に
十
一
首
入
集
。

大
納
言
行
成　

藤
原
行
成
。
九
七
二
～
一
〇
二
七
。
平
安
中
期
の
公
卿
・
書
家
。

義
孝
の
子
。
権
中
納
言
、
権
大
納
言
等
を
歴
任
。
小
野
道
風
、
藤
原
佐
理

と
と
も
に
三
蹟
の
一
人
。
道
風
、
佐
理
の
書
風
を
融
合
し
、
気
品
高
く
、

し
ゃ
れ
た
明
る
さ
を
も
つ
上
代
様
の
書
風
を
完
成
。
世
尊
寺
流
の
祖
。

皇
后
宮
大
夫
良
經　

藤
原
良
経
。
一
〇
〇
一
～
一
〇
五
八
。
藤
原
行
成
の
男
。

大
長
秋　

皇
后
宮
大
夫
、
皇
后
宮
長
官
の
唐
名
。
皇
后
宮
を
唐
名
で
長
秋
宮
と

い
っ
た
（﹃
拾
芥
抄
﹄）。
皇
后
宮
職
は
平
安
朝
で
は
中
務
省
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
（﹃
律
令
﹄
補
注
﹁
中
務
省
﹂）。
中
国
に
お
け
る
大
長
秋
は
﹁
王

朝
の
皇
后
府
に
つ
か
え
る
宦
官
の
最
高
位
﹂（
後
漢
以
降
）
で
あ
る
。

賦 

詩
を
作
る
。

愈 

ま
さ
る
、
す
ぐ
れ
る
。

倨
然 

傲
慢
不
遜
な
様
。

〔
典
拠
〕

﹃
十
訓
抄
﹄
第
一
―
五
十
七
話
。

﹃
袋
草
紙
﹄
上
巻
。

（
高
橋　

憲
子
）

〔
尤
悔
４
〕

白
河
帝
有
二
寵
童
一
。
命
二
樂
人
時
資
一
。
敎
二
童
秘
曲
一
。
時
資
奏
曰
。
如
二
臣
末

技
一
。
亦
以
レ
秘
爲
レ
貴
。
非
二
其
家
一
者
。
他
日
難
レ
保
。
萬
一
有
レ
泄
。
爲
レ
世

爲
レ
衟
。
陵
遲
非
レ
小
。
固
執
不
レ
奉
レ
詔
。
帝
不
レ
悅
。
又
令
三
則
季
傳
二
靑
海
波

左
舞
一
。
則
季
盡
授
二
其
秘
一
。
由
レ
是
陞
進
。
及
三
童
寵
衰
退
。
流
二
落
伯
州
一
。

稍
漏
二
其
秘
一
。
帝
聞
追
悔
曰
。
時
資
之
言
果
不
レ
虛
。
後
八
幡
禮
淸
。
亦
有
二
寵

童
一
。
正
復
忿
二
樂
人
助
忠
。
不
一レ
傳
二
秘
曲
於
其
童
一
。
內
二
奏
帝
一
。
帝
曰
。
朕

前
已
失
二
靑
海
波
一
。
此
事
非
三
朕
力
所
二
能
及
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

白
河
帝
に
寵
童
有
り
。
樂
人
時
資
に
命
じ
て
、
童
に
秘
曲
を
敎
へ
し
む
。
時
資
奏
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し
て
曰
く
、﹁
臣
が
末
技
の
如
き
も
、
亦
た
秘
を
以
て
貴
し
と
爲
す
。
其
の
家
に

非
ざ
る
者
は
、
他
日
保や

す

ん
じ
難
し
。
萬
一
泄
ら
す
こ
と
有
ら
ば
、
世
の
爲
衟
の

爲
、
陵
遲　

小
に
非
ず
﹂
と
。
固
く
執
し
て
詔
を
奉
ぜ
ず
。
帝
悅
ば
ず
。
又
た
則

季
を
し
て
靑
海
波
の
左
舞
を
傳
へ
し
む
。
則
季
盡
く
其
の
秘
を
授
く
。
是
に
由
り

て
陞
進
す
。
童
の
寵　

衰
退
し
、
伯
州
に
流
落
す
る
に
及
び
て
、
稍や

や

其
の
秘
を
漏

ら
す
。
帝
聞
き
て
追
悔
し
て
曰
く
、﹁
時
資
の
言
果
し
て
虛
な
ら
ず
﹂
と
。
後
に

八
幡
の
禮
淸
も
、
亦
た
寵
童
有
り
。
正
に
復
た
樂
人
の
助
忠
が
、
秘
曲
を
其
の
童

に
傳
へ
ざ
る
こ
と
を
忿い

か

り
、
帝
に
內
奏
す
。
帝
曰
く
、﹁
朕
前さ
き

に
已
に
靑
海
波
を

失
す
。
此
の
事　

朕
が
力
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
﹂
と
。

〔
訳
文
〕

白
河
天
皇
に
は
寵
愛
の
童
が
い
た
。
帝
は
楽
人
で
あ
る
時
資
に
、
童
に
秘
曲
を
教

え
る
こ
と
を
命
じ
た
。
時
資
が
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、﹁
こ
れ
は
わ
た
く
し
の

未
熟
な
技
芸
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ま
た
秘
伝
で
あ
る
た
め
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

我
が
一
族
で
は
な
い
者
で
は
、
将
来
そ
れ
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
で
し
ょ
う
。
も

し
も
漏
ら
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
世
の
た
め
に
も
舞
楽
の
道
の
た
め
に
も
、（
こ
の

曲
が
）
次
第
に
衰
え
る
の
は
、
小
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
。
固
く
意
志
を
守
っ

て
命
令
に
応
じ
な
か
っ
た
。
帝
は
快
く
思
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
則
季
に
青
海
波

の
左
舞
を
伝
え
さ
せ
た
。
則
季
は
余
す
こ
と
な
く
そ
の
秘
技
を
授
け
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
昇
進
し
た
。（
そ
の
後
、）
こ
の
童
は
寵
愛
が
衰
え
、
伯
耆
国
に
流
れ
着
く

と
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
秘
技
を
漏
ら
し
た
。
帝
は
こ
れ
を
聞
き
、﹁
時
資
の
言

葉
は
果
た
し
て
偽
り
で
は
な
か
っ
た
﹂
と
悔
や
ん
だ
。
そ
の
後
、
八
幡
宮
の
礼
清

に
も
ま
た
寵
遇
さ
れ
た
童
が
い
た
。
ち
ょ
う
ど
楽
人
で
あ
る
助
忠
が
童
に
秘
曲
を

伝
え
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て
、
そ
の
こ
と
を
帝
に
密
か
に
奏
上
し
た
。
帝
は
、﹁
朕

は
こ
の
以
前
に
（
秘
伝
の
）
青
海
波
を
失
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
朕
の
力
が
及
ぶ
こ

と
で
は
な
い
﹂
と
言
っ
た
。

〔
語
釈
〕

寵
童 

童
は
貴
人
の
身
辺
の
雑
用
な
ど
に
従
事
す
る
子
供
の
召
使
い
の
こ
と
で
、

寵
愛
す
る
童
、
稚
児
。
特
に
愛
す
る
男
の
子
。

樂
人 

雅
楽
寮
や
諸
所
の
楽
所
に
付
属
し
て
楽
事
を
教
習
し
伝
承
し
た
人
。
ま

た
、
そ
の
家
柄
。

時
資 

伝
未
詳
。
多
氏
ま
た
は
豊
原
氏
か
。
多
時
資
。
一
〇
一
四
～
一
〇
八
四
。

平
安
時
代
中
期
・
後
期
の
雅
楽
家
。
歌
舞
に
す
ぐ
れ
、
兄
政
資
と
な
ら
び

称
さ
れ
た
。

末
技 

未
熟
な
わ
ざ
。
ま
た
、
末
梢
的
な
技
芸
、
あ
ま
り
重
要
で
な
い
技
芸
。

萬
一 

も
し
も
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
。

陵
遲 

次
第
に
衰
え
る
。

固
執 

固
く
執
り
守
る
。
自
分
の
考
え
や
意
見
を
か
た
く
守
っ
て
ま
げ
な
い

こ
と
。

則
季 

狛
則
季
。
生
没
年
未
詳
。
平
安
後
期
の
舞
人
。
則
高
の
子
。
光
季
の
弟
。

一
〇
七
六
年
、
左
兵
衛
尉
と
な
っ
た
（﹃
地
下
家
伝
﹄
で
は
右
兵
衛
）。

靑
海
波
左
舞　

青
海
波
は
雅
楽
の
曲
名
で
左
舞
で
あ
る
。
舞
人
は
二
人
。
舞
姿
は

優
美
で
あ
り
、
衣
装
は
非
常
に
凝
っ
た
も
の
で
あ
る
。
数
あ
る
舞
楽
中
最

も
優
美
華
麗
な
曲
と
さ
れ
る
。
左
舞
は
左
方
の
舞
の
略
語
で
、
雅
楽
の
演

奏
様
式
の
一
つ
で
あ
る
舞
楽
の
分
類
名
で
あ
る
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
渡
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来
し
た
、
中
国
・
イ
ン
ド
系
の
舞
楽
を
指
す
。
舞
人
は
赤
・
紅
系
統
の
色

の
装
束
を
着
け
、
舞
台
向
か
っ
て
左
の
通
路
か
ら
出
入
す
る
こ
と
に
よ
る

呼
称
。

陞
進 

昇
進
に
同
じ
。
官
職
、
位
階
、
地
位
が
の
ぼ
り
進
む
こ
と
。

伯
州 

伯
耆
国
。
現
在
の
鳥
取
県
の
中
西
部
。

流
落 

他
国
に
流
浪
し
、
落
ち
ぶ
れ
る
こ
と
。

追
悔 

事
の
終
わ
っ
た
後
に
な
っ
て
く
や
む
こ
と
。

虛 

偽
り
の
意
。
中
身
が
う
つ
ろ
な
、
実
質
が
と
も
な
わ
な
い
さ
ま
。

八
幡 

京
都
府
八
幡
市
の
男
山
八
幡
宮
。
石
清
水
八
幡
宮
と
も
。

禮
淸 

典
拠
は
﹁
頼
清
﹂
と
な
っ
て
い
る
。﹃
石
清
水
祠
官
系
図
﹄
に
よ
る
と
、

頼
清
は
兼
清
の
子
で
、
第
二
十
三
代
別
当
。
号
は
常
盤
。
師
主
は
横
河
の

頼
源
大
僧
都
で
あ
る
。

助
忠 

多
資
忠
。
助
忠
・
佐
忠
と
も
。
一
〇
四
六
～
一
一
〇
〇
。
平
安
時
代
中
期

の
雅
楽
家
。
神
楽
歌
と
右
舞
を
世
業
と
し
、
堀
河
院
の
神
楽
歌
師
範
も
務

め
た
。

內
奏 

内
密
に
奏
上
し
て
願
う
こ
と
。

〔
典
拠
〕

﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻
第
十
五
（
宿
執
第
廿
三
）﹁
伶
人
時
資
白
河
院
の
勅
定
を
拝

辞
し
て
御
寵
童
二
郎
丸
に
秘
事
を
授
け
ざ
る
事
﹂。

（
馮　

超
鴻
）

〔
尤
悔
５
〕

藤
隆
信
①
。
藤
定
長
②
。
始
以
二
和
歌
一
相
齒
。
後
定
長
爲
レ
僧
③
。
居
レ
閑
寄
レ

興
。
雅
情
長
進
。
隆
信
歎
曰
。
古
人
云
。
壽
多
レ
辱
。
我
若
早
没
。
尚
應
レ
有
二
微

名
遺
一レ
世
耳
。

〔
書
き
下
し
文
〕

藤
隆
信
、
藤
定
長
、
始
め
和
歌
を
以
て
相
ひ
齒よ
は

ひ
す
。
後　

定
長　

僧
と
爲

る
。
閑
に
居
り
て
興
を
寄
せ
、
雅
情
長
進
す
。
隆
信
歎
じ
て
曰
く
、﹁
古
人
云
く
、

﹃
壽

い
の
ち
な
がけ
れ
ば
辱
多
し
﹄
と
。
我
若も

し
早
く
没
せ
ば
、
尚な

ほ
應
に
微
名
の
世
に
遺
す

有
る
べ
き
の
み
﹂
と
。

〔
訳
文
〕

藤
原
隆
信
と
藤
原
定
長
は
、
も
と
も
と
和
歌
で
肩
を
並
べ
て
い
た
。
後
に
、
定
長

は
僧
と
な
っ
た
。
静
穏
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
わ
き
お
こ
る
感
興
を
歌
に
寄
せ
、

風
雅
な
心
が
ま
す
ま
す
育
っ
た
。
隆
信
が
嘆
い
て
言
う
こ
と
に
は
、﹁
古
人
は
﹃
長

寿
は
恥
多
き
も
の
だ
﹄
と
言
っ
た
が
、
私
が
早
く
死
ん
で
い
れ
ば
、
き
っ
と
わ
ず

か
ば
か
り
の
名
で
も
後
世
に
遺
す
こ
と
が
で
き
た
に
違
い
な
い
﹂
と
。

︹
原
注
︺

①
左
兵
衞
佐
定
實
子
。
肥
後
守
。

②
東
宮
學
士
俊
定
子
。

③
更
二
名
寂
蓮
一
。
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世
語
』「
尤
悔
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

︹
書
き
下
し
文
︺

①
左
兵
衞
佐
定
實
の
子
な
り
、
肥
後
守
な
り
。

②
東
宮
學
士
俊
定
の
子
な
り
。

③
名
を
寂
蓮
と
更あ

ら
たむ
。

︹
訳
文
︺

①
左
兵
衛
佐
定
実
の
子
で
、
肥
後
守
で
あ
る
。

②
東
宮
学
士
俊
定
の
子
で
あ
る
。

③
寂
蓮
と
改
名
し
た
。

︹
語
釈
︺

藤
隆
信　

藤
原
隆
信
。
一
一
四
二
～
一
二
〇
五
。
父
は
藤
原
為
経
。
歌
人
。
似
絵

（
肖
像
画
）
に
す
ぐ
れ
た
。﹃
千
載
和
歌
集
﹄
な
ど
に
入
集
。
家
集
に
﹃
隆

信
朝
臣
集
﹄
が
あ
る
。

定
實 

藤
原
定
実
。
生
没
年
不
詳
。
従
四
位
上
、
土
佐
権
守
と
な
る
。
世
尊
寺
流

四
代
の
能
書
家
で
、
鳥
羽
天
皇
大
嘗
会
の
屏
風
色
紙
形
を
か
い
た
。
ま
た
、

﹁
元
永
本
古
今
和
歌
集
﹂
な
ど
が
真
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
隆
信

の
父
は
藤
原
為
経
で
あ
り
、
藤
原
定
実
に
は
定
信
と
い
う
男
子
が
い
た
の

で
、
混
同
し
た
か
。

藤
定
長　

藤
原
定
長
。
一
一
三
九
？
～
一
二
〇
二
。
俊
海
の
子
で
あ
る
が
、
藤
原

俊
成
の
養
子
と
な
る
。
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
ご
ろ
出
家
、
寂
蓮
と
改

名
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
、
和
歌
所
の
寄
人
と
な
る
。﹃
千
載
和
歌

集
﹄
な
ど
に
入
集
。
家
集
に
﹃
寂
蓮
法
師
集
﹄
が
あ
る
。

俊
定 

藤
原
俊
定
。
生
没
年
未
詳
。
藤
原
定
長
の
父
は
藤
原
俊
海
で
あ
る
が
、
俊

定
と
俊
海
と
は
兄
弟
関
係
に
あ
る
。

居
閑 

閑
居
。
閑
静
な
と
こ
ろ
に
住
む
こ
と
。
人
と
の
交
わ
り
を
断
ち
、
心
静
か

に
住
む
こ
と
。

寄
興 

寄
情
に
同
じ
。
思
い
を
も
の
に
こ
と
よ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
も
の
に
ふ
れ

て
感
興
が
わ
き
お
こ
る
さ
ま
。

雅
情 

み
や
び
や
か
な
趣
き
。
ま
た
、
風
雅
な
心
。

長
進 

大
い
に
進
む
こ
と
。
学
問
が
進
歩
す
る
こ
と
。

壽
多
辱　
﹃
荘
子
﹄
天
地
第
十
二
に
お
い
て
、
尭
が
言
っ
た
言
葉
に
﹁
壽
則
辱
多
﹂

が
あ
る
。

微
名 

わ
ず
か
ば
か
り
の
名
声
。
評
判
。

〔
典
拠
〕

﹃
無
名
抄
﹄
第
六
十
三
﹁
隆
信
と
定
長
一
双
の
事
﹂。

（
折
原　

佑
実
）


